
1-1 

 

画面構成 

画面・・・初期状態で GIMP を起動すると、下図のようにウィンドウが 3 つに分かれています。

つながった状態の方が使いやすいので、シングルウィンドウにしておきましょう。 

 

①  ツールボックス 画像を加工するツールが置かれている。 

②  ツールオプション ツールボックスで選択しているツールの細かい設定ができる。 

③  画像ウィンドウ 加工中の画像が表示されるメインウィンドウ。 

④  
ドック 

画像の状態確認などを行うウィンドウ（レイヤー・チャンネル・

パス・作業履歴）や、絵を描くときの線のパターンや、塗りつぶ

しのパターンなどを選択できるウィンドウがまとめられている。 ⑤  

 

※シングルウィンドウにする方法 
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ツールボックス 

ツールボックスは、画像を加工するための様々なツールを選ぶためのウィンドウです。 

 

① ドロップエリア（編集したい画像をエクスプローラからドラッグ＆ドロップすると、その画

像が開ける。複数一度に開くことができるので便利。） 

② ツール群（様々なツールが格納されている。） 

③ 描画色と背景色（初期状態が黒→「描画色」白→「背景色」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

初期状態に 

戻す 

描画色と背景色を

入れ替える 描画色 

背景色 
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※各ツールの説明 

 


